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平
成
　
年
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
２
日
か
ら
　
日
に
わ

２１

１２

た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
桜
井
議
長
、
大
口
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、
議
長
、

副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
予
算

　
（
　
億
５
４
７
２
万
３
千
円
）

８８

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
（
　
億
６
７
６
５
万
円
）

１６

◎
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

　
（
１
１
３
万
４
千
円
）

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
（
１
億
１
８
８
５
万
８
千
円
）

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

（
８
億
７
０
８
５
万
５
千
円
）

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

予
算
（
６
９
０
２
万
８
千
円
）

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

（
４
億
７
１
５
４
万
円
）

◎
営
農
用
水
道
等
事
業
特
別
会
計

予
算
（
１
６
１
７
万
９
千
円
）

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
（
５
億
７
３
５
万
１
千
円
）

◎
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
（
６
５
２
万
３
千
円
）

◎
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計
予
算

（
４
８
６
０
万
６
千
円
）

◎
国
保
病
院
事
業
会
計
予
算

　
（
　
億
１
２
０
９
万
円
）

１５

◎
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特

例
基
金
条
例
の
制
定

　
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
図

る
介
護
報
酬
の
改
定
に
か
ん
が
み
、

改
定
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
急
激

な
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
基
金

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

◎
町
税
等
の
滞
納
に
対
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　
町
税
等
を
滞
納
し
、
納
税
に
つ

い
て
誠
実
性
を
欠
く
者
に
対
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
を
講

じ
、
納
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
町
税
等
の
徴
収
に
対

す
る
町
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
行
政
組
織
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　
統
計
法
の
全
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◎
町
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

　
保
育
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、

休
園
と
な
っ
て
い
る
長
磯
保
育
園

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◎
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◎
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
助
成
対
象
の
見
直
し
を
図
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◎
安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
町
は
犯
罪
被
害
者
等
に
対
し
、

支
援
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る

こ
と
か
ら
、
条
例
の
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
簡
易
水
道
設
置
条
例
の
一
部
改

正
　
大
成
区
水
道
施
設
整
備
事
業
の

実
施
に
伴
い
、
給
水
区
域
の
統
合
、

拡
張
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
老
人
い
こ
い
の
家
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定

◎
老
人
軽
作
業
セ
ン
タ
ー
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定

　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
は
、
そ
の
目

的
が
達
成
さ
れ
た
た
め
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

◎
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
条
例

賛
成
討
論
　
平
澤
　
等
議
員
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審
議
し
た
内

審
議
し
た
内
容

審
議
し
た
内

審
議
し
た
内
容容

平成２１年第１回定例会

　
年
度
予
算

２１

条
　
　
　
　
例
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の
制
定

◎
医
療
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改

正
　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
町

医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
町
立
国
保
病

に
移
設
し
体
制
強
化
を
図
る
た
め
、

条
例
を
制
定
、
及
び
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正

　
国
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
改
正
並
び
に
国
の
勤

務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
規
則
の

一
部
改
正
に
準
じ
て
、
関
係
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
町
民
い
こ
い
の
家
条
例
の
一
部

改
正

　
町
内
公
衆
浴
場
の
使
用
料
が
施

設
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
町
民
負

担
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
第
四
期
介
護
保
険
計
画
に
基
づ

き
介
護
保
険
料
を
改
定
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◎
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委

員
の
定
数
条
例
の
一
部
改
正

　
同
委
員
会
の
適
正
か
つ
効
率
的

な
組
織
及
び
運
営
を
図
る
た
め
、

選
挙
に
よ
る
委
員
を
　
人
か
ら
９

１１

人
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

※
採
決
の
結
果
、
賛
成
　
名
、
反

１４

対
１
名
に
よ
り
可
決
。

◎
町
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
・

　
・
　
号
）

１０

１１

　
１
億
６
７
８
３
万
７
千
円
を
増

額
し
、
予
算
額
は
　
億
７
２
１
９

９５

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
回
の
補
正
の
主
な
も
の
は
、

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
事
業
及

び
定
額
給
付
金
事
業
費
な
ど
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
４
８
２
１
万
７
千
円
を
増
額
し
、

予
算
額
は
　
億
２
７
１
１
万
５
千

１７

円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
１
４
６
８
万
２
千
円
を
減
額
し
、

予
算
額
は
１
億
９
３
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　
４
２
３
１
万
４
千
円
を
増
額
し
、

予
算
額
は
８
億
７
６
３
２
万
２
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
万
２
千
円
を
減
額
し
、
予
算

６５
額
は
６
８
９
５
万
９
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

　
１
４
７
５
万
３
千
円
を
減
額
し
、

予
算
額
は
３
億
　
万
４
千
円
と
な

６８

り
ま
し
た
。

◎
営
農
用
水
道
等
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算

７８
額
は
２
６
３
４
万
７
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
４
４
４
万
９
千
円
を
減
額
し
、

予
算
額
は
４
億
９
４
９
１
万
８
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
２
千
円
を
増
額
し
、
予
算
額
は

６
５
１
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　
５
３
４
万
３
千
円
を
増
額
し
、

予
算
額
は
　
億
２
８
９
万
７
千
円

１５

と
な
り
ま
し
た
。

◎
団
体
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行

　
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い

て
は
、
土
地
改
良
法
の
規
定
に
よ

り
、
知
事
の
同
意
を
得
て
施
行
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
議
会
の
議

決
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
事
業
施
行
箇
所
は
、
北
檜
山
区

目
名
地
区
で
す
。

◎
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
の
変
更

　
事
業
追
加
の
た
め
、
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
計
画
変
更
を
行
う
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定

①
　
町
営
牧
場
の
管
理
及
び
運
営

を
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
わ

せ
る
た
め
、
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
も
の
。

一
、
公
の
施
設
の
名
称

せ
た
な
町
営
牧
場

二
、
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の

名
称
及
び
所
在
地

新
函
館
農
業
協
同
組
合

北
斗
市
本
町
一
七
〇
番
地

三
、
指
定
の
期
間

平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら

２１

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

２２

３１

②
　
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
の

管
理
及
び
運
営
を
、
効
果
的
か
つ

効
率
的
に
行
わ
せ
る
た
め
、
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
。

一
、
公
の
施
設
の
名
称

温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま

二
、
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の

名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
北
檜
山
観
光
振
興
公
社

北
檜
山
区
徳
島
四
番
地
十
六

　
年
度
補
正
予
算

２０

そ
　
 の
 　
他



4議会だより│

三
、
指
定
の
期
間

平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら

２１

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

２４

３１

◎
市
町
村
立
病
院
の
経
営
安
定
化

と
療
養
病
床
の
維
持
存
続
を
求

め
る
意
見
書

　
普
通
交
付
税
措
置
に
よ
り
、
不

採
算
地
区
病
院
や
救
急
病
院
の
経

営
安
定
を
図
る
こ
と
や
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
医
療
療
養
病
床

を
維
持
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

◎
物
価
に
見
合
う
年
金
引
き
上
げ

を
求
め
る
意
見
書

　
年
金
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
緊

急
措
置
と
し
て
物
価
上
昇
率
に
合

わ
せ
て
改
定
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、

無
年
金
者
・
低
年
金
者
に
「
生
活

支
援
金
」
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
な

ど
を
要
望
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

◎
平
成
　
年
度
酪
農
畜
産
政
策
・

２１

価
格
対
策
に
関
す
る
意
見
書

　
畜
産
物
へ
の
適
切
な
価
格
転
嫁

を
図
る
た
め
、
国
の
強
力
な
支
援

と
消
費
拡
大
対
策
の
充
実
強
化
、

自
給
飼
料
生
産
基
盤
の
強
化
に
向

け
た
各
種
事
業
の
充
実
強
化
な
ど

を
要
望
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
書
は
、
内
閣

総
理
大
臣
ほ
か
、
関
係
大
臣
宛
提

出
し
ま
し
た
。

 

　
桜
井
　
明
雄
議
長
、
大
口
　
義

孝
副
議
長
の
辞
任
願
い
を
本
会
議

で
許
可
後
、
直
ち
に
議
長
、
副
議

長
の
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

◎
議
長
選
挙
（
当
選
人
）

　
　
　
　
　
菅
原
　
義
幸
　
議
員

　
　
　
　
票
の
内
、
６
票
を
得
票

１６

◎
副
議
長
選
挙
（
当
選
人
）

　
　
　
　
　
大
口
　
義
孝
　
議
員

　
　
　
　
票
の
内
、
６
票
を
得
票

１６

※
そ
れ
ぞ
れ
、
３
月
２
日
付
け
で

就
任
し
ま
し
た
。

　
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
議
会
構
成
が
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

・
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
小
平
　
　
久
　
議
員

　
委
員
　
　
桜
井
　
明
雄
　
議
員

・
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
　
　
小
平
　
　
久
　
議
員

・
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
　
　
桜
井
　
明
雄
　
議
員

一
、
調
査
目
的

　
議
会
活
性
化
に
つ
い
て
（
平
成

　
年
　
月
　
日
の
教
育
長
室
に
お

２０

１１

２６

け
る
桜
井
明
雄
議
長
の
言
動
に
つ

い
て
）

二
、
調
査
経
過
（
委
員
会
開
催
）

　
第
２
回
　
平
成
　
年
　
月
　
日

２０

１２

１７

　
第
３
回
　
平
成
　
年
１
月
　
日

２１

１５

　
第
４
回
　
　
　
　
　
２
月
４
日

　
第
５
回
　
　
　
　
　
２
月
　
日
２０

※
第
３
～
５
回
の
委
員
会
に
桜
井

議
長
が
参
考
人
と
し
て
出
席
。

三
、
調
査
結
果

　
桜
井
議
長
の
言
動
は
、
教
育
行

政
機
関
に
対
す
る
威
圧
的
な
行
為

で
あ
り
、
議
会
議
員
と
し
て
も
、

議
長
と
し
て
も
あ
る
ま
じ
き
行
為

で
あ
る
。

・
提
出
議
員
　
小
　
平
　
　
　
久

・
賛
成
議
員
　
菅
　
原
　
義
　
幸

　
　
同
　
　
　
澤
　
田
　
光
　
子

　
　
同
　
　
　
江
　
上
　
恭
　
司

　
　
同
　
　
　
大
　
口
　
義
　
孝

・
提
出
議
員
　
江
　
上
　
恭
　
司

・
賛
成
議
員
　
菅
　
原
　
義
　
幸

　
　
同
　
　
　
澤
　
田
　
光
　
子

　
　
同
　
　
　
小
　
平
　
　
　
久

　
　
同
　
　
　
大
　
口
　
義
　
孝

・
提
出
議
員
　
本
　
多
　
　
　
浩

・
賛
成
議
員
　
熊
　
野
　
主
　
税

　
　
同
　
　
　
阿
　
部
　
　
　
清

　
　
同
　
　
　
奧
　
村
　
喜
美
男

　
　
同
　
　
　
真
　
柄
　
克
　
紀

意
　
 見
　
 書

選
　
　
　
　
挙

議
　
　
  会
　
　
  構
　
　
  成

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

中
間
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　

今金町で檜山の議員研修

　２月３日、今金町の町民センターで、檜山管内町村議会

議員研修会が開かれました。

　午前は、北海道町村議会議長会事務局長勢籏了三氏によ

り、「町村議会の現状と今後の展望」、午後からは、北海道

町村会常務理事南原一晴氏が「最近の地方自治を巡る動き

と今後の自治体運営」と題して講演されました。


